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1.
　更新世から完新世への移行期の人類活動に関する問題
は，世界のどこにおいても先史時代研究の大きなテーマ
として関心を引き付けてきた．自然環境の大きな変動の
中で人類はどのように適応し，それが考古学的に把握し
得る現象としてどのような証拠として残されているの
か．ユーラシア各地における過渡期の適応の共通性と違
いの探査と共に，自然環境と人類活動の相互関係の究明
にも多くの話題を提供してきた．
　ヨーロッパの屋根，アルプスの早期中石器時代の継続
的な遺跡調査の結果が大部なモノグラフとして刊行され
た．ヒトの居住が困難で稀であると思われていた高地の
遺跡の実態の解明，そこで発見された遺構の詳細な分析
から想定される場所利用の様相，石材分析からアルプス
を南北に越える広域のヒトの移動と交流などが詳細に議
論されている．ヒトと資源環境系の相関を究明する際の
問題意識と重要なテーマが展開されているため，ここに
書評の形で紹介することとした．
　本書は，オーストリアのインスブルック大学地質学・
古生物学研究所，高地山岳考古学・第四紀生態学研究プ
ロジェクトのディーター・シェーファー教授編集の中石
器時代ウラーフェルゼン遺跡の研究である．1994 年か
ら2010年までの16年間の調査成果がまとめられている．
『完新世チロル地方の人類と環境』の大きなシリーズの
第 1巻がこれに当てられた．本書『中石器時代プロジェ
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クト―ウラーフェルゼン』はその第 1部であり，シェー
ファー教授によればウラーフェルゼン遺跡の研究は続い
て第 2 巻が予定され，それで完結するとのことである．
本書はA4判 560 頁の大冊で，アルプスの景観，現植生，
石材，遺構など写真もフルカラーで充分意を尽くして豊
富に掲載されている．記述言語は大部分ドイツ語で，英
語の記述は全体の 13 パーセント未満である．
2.
　ウラーフェルゼン遺跡は，オーストリア西部の北部
シュトバイアルプス，フォッチャー渓谷にある．インス
ブルック市の南西約 15km に位置し，遺跡は氷河によっ
て削られた U 字谷の底から約 40m の瘤状に高まったテ
ラスの上，海抜 1869m の地点にある．遺跡から北のド
イツ国境までは約 26km，南のイタリア国境まで 24km
とほぼ等距離にある．また 1991 年 9 月 19 日に発見さ
れセンセーションをよんだ俗称アイスマン，愛称エッ
ツィー，学名ホモ・ティロリエンシスの発見地はウラー
フェルゼン遺跡から南南西に約 55km の地点にある．
フォッチャー渓谷の最奥部には現在もわずかながら氷河
が残っている．遺跡は早期中石器時代に属し，発見され
た複数の炉跡から採取した木炭の放射性炭素年測定によ
り 4 小時期が区分された．較正年代で 11,000-9500 年前
に遡る．遺跡は D.	シェーファー教授を責任者とするプ
ロジェクトの踏査隊によって 1994 年 9 月に発見された．
　全体の構成を知る便宜のため目次を掲げておく．
序	（ディーター・	シェーファー）
１　フォッチャー渓谷―地域気候学と山岳気候学の諸相
（エリザベート・	シュロッサー）
２　東アルプス西部の地質・古地理・地形―先史時代の
道路網と石材獲得の可能性の諸相（アルフレート・グ
ルーバー，クラウス＝シュテファン・ホルダーマン）
３　エッツ渓谷およびシュトバイアルプスの地質・地形
の基礎‐ フォッチャー渓谷／シュトバイアルプス北
部の中石器時代遺跡発見域における遊動の可能性（ク
ラウス＝シュテファン・ホルダーマン，アルフレート・
グルーバー）
４　フォッチャー渓谷の地質・水利地質・地形―地図製
作プロジェクト “ゼーライン ”2006（ペトラ・ニッテル）
5　フォッチャー渓谷における晩氷期の氷床発達（ハン
ス・クレシュナー）
6　フォッチャー渓谷ウラーフェルゼン遺跡の土壌学的・
層位学的状態ならびに土地景観史的解釈（クレメンス・
ガイトナー，ジックステン・ブッセマー，オットー・
エーマン，アレクサンダ ・ーイーキンガー，ディータ ・ー
シェーファー，ロベルト・トライドゥル，ダークマー
ル・チェルコ）
7　北部シュトバイアルプスフォッチャー渓谷内奥部の
現植生（イルミンガルト・ケンマー）
8　フォッチャー渓谷ウラーフェルゼンにおける早期中
石器時代の土壌試料から発見された木炭の分析（クラ
ウス・エッグル，ヴェルナー・ショーッホ）
9  アルプスの山脈主峰を越える中石器時代の遠隔地交
流網（クラウス・コンパッチャー，ナンディ・マリア・
コンパッチャー）
10　中石器時代プロジェクト・ウラーフェルゼン―地形
景観の枠組みと考古学的遺構．2009 ／ 2010 年の研究
段階（ディーター・シェーファー）
11　石器の機能分析とウラーフェルゼンにおける人類活
動の復元（アルフレート・パヴリク）
12　チロル・ゼーラインのウラーフェルゼン中石器時代
遺跡で発見された南アルプス（イタリア・ノン渓谷）
フリントの産地推定（ステファーノ・ベルトッラ）
13　ウラーフェルゼンの石器組成に占める北アルプスの
ラディオラライト，概観（ステファーノ・ベルトッラ）
14　ウラーフェルゼン早期中石器時代石器群における
ケールハイム（ドイツ・バイエルン）地域由来のジュ
ラ系チャート（ステファーノ・ベルトッラ，ディータ ・ー
シェーファー）
15　オーストリアチロル地方シュトバイアルプス，
フォッチャー渓谷ウラーフェルゼン発見の石英製石器
の鉱物学的研究（ゲルハルト・ニーダーマイアー）
16　中石器時代プロジェクト・ウラーフェルゼン―2010
年段階の研究の到達点について―（ディータ ・ーシェー
ファー）
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3.
　以下各章の内容を簡潔に記す．
 １：フォッチャー渓谷はヨーロッパの西風地帯にあり，
この地方の局地的気候は地域的山岳誌の条件に規定
されている．北アルプスと南アルプスの間の気候学
的な移行帯にあたり，風のシステムが気候学的に重
要であることが強調されている．遺跡の立地は狩猟
活動に最適であるか否かを問題にするだけでなく，
谷底から 40m の高くなった地点に立地しているの
は局所的な，風通しの良い気候学的好適応地である
ことにも留意すべきであると述べている．
 ２：今までの調査によると，当該地域の一般的で典型的
な岩石はラディオラライト（放散虫化石に富む微粒
で均質な珪質岩）であり，遠隔地の石材はフリント
である．アルプスを南北に越えるルートが推定され
ることを記している．
 ３：フォッチャー渓谷における中石器時代遺跡から発見
されるフリント素材は，この地域が既に中石器時代
の交通のネットワークの一部に当たることの証明で
あり，山岳の地形は遊動の可能性について示唆を与
える．当時は氷河の残り方や岩場の状況により交通
が不可能な場所が多かった．交通可能な道はウラー
フェルゼン遺跡の付近に限定される．岩場・氷床と
森林を避けるとすれば，当時のちょうど森林限界の
端に交通路は限定され，移動のスピードを確保する
にはこの森林限界付近が重要であることを明らかに
している．移動の方向，山岳端の高さ，谷の 3要素
の関係から交通ルートの方向を決めることが可能
で，遊動モデルのデータベースを構築できるとして
いる．
 ４：チロル政府による詳細地図作成プロジェクトに関す
る記載である．当該渓谷が主に変成岩帯中にあり，
カラー写真を数多く使って現氷河地形を詳細に記述
している．
 5：フォッチャー渓谷には，晩氷期の氷河（14,700 年
前よりも古いゼンダース / クラヴァデル亜氷期と，
ベーリング亜間氷期より以前のダウン亜氷期）とエ
ゲゼン亜氷期（ヤンガードリアス期に対応する）に
あたるもレーンが認められる．エゲゼン亜氷期の末
葉とその時期である完新世の初頭には，あちこちに
ブロック状の氷河が認められることがモレーンの
分布から推定されている．それは今日でも活動し
ているこの地域のブロック状の氷河の下方 200m ～
300m にある永久凍土の存在によっても確かめられ
るとしている．このことから，ウラーフェルゼンの
地を使用した中石器時代の狩猟集団がいたころには
小規模な氷河が活動していたであろうと推定してい
る．
 6：ウラーフェルゼン遺跡の堆積層中に明るい灰色の薄
層（本書で LL層 light-gray	layer）が認められ，こ
れが何かをめぐり議論が続いている．形成年代は
9,600BP よりも以前であろうと推定され，風成の鉱
物を含む堆積物である事は解明されたが，この章で
も完全に自然の形成によるものか人為の影響による
ものか，結論は保留されている．
 7：この章は徹底して現植生の記述である．他のすべて
の中部ヨーロッパの土地景観と同様，フォッチャー
渓谷の現植生はすべて人間の活動によって形づくら
れた植生景観であることが強調されている．
 8：ウラーフェルゼン遺跡で発見された炉跡のうち 3か
所から採取した木炭の樹種を鑑定した結果，ヨー
ロッパハイマツ Pinus cembra が卓越し，そのほかヤ
ナギ属 Salix，マツ属 Pinus，カバノキ属 Betula 他が
認められた．炉跡に残った木炭片からの復元である
ので全貌は示しえないが，完新世初頭の森林限界付
近の多様な植生を反映していると判断している．
 9：アルプスを越えた中石器時代の遠隔地交流に関する
遊動モデルを提起している．山岳地の自然景観を前
提に，集落のダイナミクスの組み立てを次の 4要素
の組み合わせから引き出そうと試みる．1）集落の
戦絡的位置取り，2）資源獲得の可能性，3）集落立
地における視界の良さと悪さ，4）水場の位置であ
る．通年をとおした移動のパターンには，山岳地に
おける後氷期直後の交通困難な場所に関する認識が
特に必要であり，方向感覚と空間認識が重要であっ
たとしている．北アルプスと南アルプスの山地の尾
根上に位置する 204 遺跡の実証的研究を踏まえ，基
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本的に尾根ルートで森林限界付近が遠隔地交流の道
であったと推定し，移動のルートに沿って遺跡が残
されていることを詳述している．
10：遺構，遺物の考古学的記録である．発掘範囲は 5m
× 5m と面積は少ないが，遺跡が立地している場所
はテラス状の高まりで，平坦部は約 10m × 10m 程
度でしかない．また遺跡地の気候的な条件から調査
できる期間が限られまた慎重な発掘から，これだけ
の範囲を掘るのに 10 年を要している．当該地域の
中石器時代の遺跡の組織的発掘自体極めて少ないだ
けでなく，炉跡が確認された例は最初である．炭の
集中から明確に炉跡であると判明した場所が 5 か
所．ローム質の土壌が焼けていると判定され炉跡と
判定した場所が 9か所で，合計 14 か所である．
　　　土壌の条件により動物骨や木質などの有機物は発
見されなかった．遺物は石器である．広義の石器は
総数 7958 点．内訳は剥片・チップ・二次加工断片
など 7642，形態名のわかる資料が 316 である．形
態組成の内訳はごく少数のものを除き多い順に列挙
すると次のとおりである．細石刃 62，細石核 41，
二次加工剥片 33，細彫器（マイクロビュラン）29，
スクレーパー 25，三角形細石器（トライアングル）
21，尖頭細石器 20，彫器削片？ 20，彫器 15，基部
加工石器 12，小形ナイフ形石器 11，ドリル 8，彫
器削片（確実なもの）6，ピエスエスキーユ 3 点で
ある．
　　　主要な石材の割合は，南アルプスのフリント
32.9%，中央アルプスの水晶 7.9%，北部アルプスの
石灰岩地帯のラディオラライト 36.2%，ドイツ・バ
イエルンのフランケンアルプ／ケールハイムの角岩
22.4% である．遠隔地の石材も盛んに使われ，バイ
エルンのケールハイム地方からの角岩（Hornstein
石灰岩中に層状・塊状に産する珪質岩でフリントと
ほとんど同義）産地は遺跡から 200km 以上離れて
いる．北方のドイツ，南方のチロル（イタリア側）
の石材が認められ，盛んな交流，移動の証拠が具体
的明らかにされた．石器の型式学的特徴からもこれ
が追証され，現在ドイツのドナウ川上流域のボロ
ン文化（Beuronian），	南チロルのソーヴェテル文化
（Sauveterrian）の特長を示す石器が複数発見され
た．三角形細石器（トライアングル）は前者の，尖
頭細石器は後者のそれを示すものである．
11：出土石器の内 252 点について低倍率・高倍率の顕微
鏡観察により様ざまな刃部の欠損，線状痕，対象か
ら受ける研摩痕跡（ポリッシュ），石器を柄に装着
する際に使用されたと思われる樹脂の分析を徹底的
に実施した内容である．分布図で可視的に表現し，
例えば 1）石材の種類と作業対象の推定を含む様々
な使用痕を分布図中にすべて落とし込む，2）使用
痕の部位と方向を発掘区全体に入れる，3）作業対
象物を明らかにしてそこから作業内容の分布的特性
を発掘区中にすべて表現することが試みられてい
る．使用痕の部位，石器の空間分布を組み合わせて，
性格の異なる場的機能を推定している．狩猟具の修
復，補填，再生作業が克明に復元されている．
12：遺跡で発見されたフリントは遺跡周辺には存在しな
いため，遠隔地から搬入されたものであるが，南チ
ロル産のフリントであることを明らかにした内容で
ある．北イタリア（南チロル）のボルツァーノから
ヴェロナにかけてトレントプラトーが広がる．その
広がりの北部つまりボルツァーノの南西 30km 付近
のノン渓谷（Val	di	Non）のフリントが使われてい
たことを多数の岩石プレパラート観察により解明し
ている．
13：予察的な記述である．遺跡から発見されたラディオ
ラライト（放散虫化石に富む微粒で均質な珪質岩）
は石灰岩質の北アルプス（オーストリアのチロル地
方）から搬入されたものであると推定している．今
後の追加調査が必要であることも記している．
14：ここではチャート（Jurassic	chert,	Silex）の用語が
使われているが，10 章では角岩（Hornstein）が使
われている．バイエルンのケールハイム地域に産す
るチャートが，200km の遠隔地へすでに早期中石
器時代に運ばれたことを岩石学的に明らかにした．
15：石英製遺物の産地の大まかな推定作業を鉱物学的に
記載した内容である．鉱物学的分析によると遺跡
出土石英岩の 90% はアルプス由来のものであり，3
か所の渓谷を候補に挙げているが，南アルプスの可
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能性も排除できないとしている．
16：編者による要約である．気候学，地質学，地形学，
氷河研究，土壌学，植生史，鉱物学，先史学のすべ
てが充分統合されているとは言えないが緊密な協力
体制で取り組まれたことを記述している．遺跡に残
されたさまざまな証拠から，完新世初頭からプレボ
レアル期の中ごろまでは遺跡が当時の森林限界の上
部にあったが，こうした土地景観を利用した狩猟戦
略はボレアル期の中ごろにはなくなって行った．そ
してボレアル期末葉からアトランティック期には少
なくともフォッチャー渓谷付近には中石器時代の遺
跡は存在しなくなることを記している．
　本書には現植生の分厚い記述はあるが，花粉分析の成
果が無い．大型種子化石，微化石（花粉分析）の成果は
研究報告書の第 2巻に掲載する旨記されている．東アル
プス中央部の中石器時代の研究があまり進んでいない
中，中石器時代の多様な姿を明らかにしたこと，今後ウ
ラーフェルゼンの詳細な事例を通地域的比較研究に展
開するためには遺跡の東方約 10km にあるシュトバイ渓
谷，遺跡の西方約 20km にあるエッツ渓谷の調査が必要
であることを課題として掲げて要約を締めている．
4.
　本書には膨大な事実関係のデータが収録されており要
約も容易でないが簡単な内容の記述をおこなった．それ
をふまえ，ウラーフェルゼン遺跡の総合調査の意義を考
えてみたい．当時の狩猟集団の遺跡地利用のありかたや
移動のルートやパターンの解釈はさまざまに提起できる
し，K.	コンパッチャーと N.	M.	コンパッチャーが詳細
に推定・復元した集団の遠隔地交流網の解釈も重要であ
る．しかし，本書の最も基礎的な貢献はこの地域の早期
中石器時代の編年の基礎を与えたとことであろう．
　編者シェーファー自身による考古学的な記載 107 頁分
はこの遺跡の考古学的な様相を知るための最も重要な部
分である．海抜 1869m の遺跡地は土壌の発達も悪いた
め堆積層も薄い．そのなかで明確な編年が可能となった
のは，14 か所の炉跡から採取した木炭の放射性炭素年
代の測定である．合計 22 点の試料が測定され，炉跡単
位に 4 グループが区分された．これを古い順に A・B・
C・D に組み立て，A ～ C はプレボレアル期，D はボレ
アル期にあたる．考古学的な区分では A ～ D まですべ
て早期中石器時代に属する．そのうちの A ～ C は南ド
イツのボイロン A 文化（Beuronian	A），南チロルの早
期ソーヴェテル文化（Sauveterrian）に相当する．D は
南ドイツのボイロン B 文化（Beuronian	B），南チロル
の後期ソーヴェテル文化（Sauveterrian）にあたる．A
～ C の細分に対応して文化を細分することはできない．
そもそもボロン文化の提唱は W.	タウテによるもので，
ドナウ川上流域のボイロン地方の洞窟・岩陰遺跡の調査
をもとに層位的な区分に基づいて組み立てられた．早期
中石器時代を初期中石器時代・ボイロニアン A・ボイ
ロニアン B・ボイロニアン D の 4 期に細分したのであ
る（Taute	1975）．ただ難を言えば，ドナウ川上流域の
旧石器時代末から中石器時代全般にかけて W.	タウテが
1960 年代から 1970 年代にかけ精力的に発掘した洞窟・
岩陰遺跡の調査成果が，モノグラフとしてまとめられる
前に比較的若くして他界したため，現状ではいまあげ
た Taute	1975 で概要を知るのみである．旧石器時代末
から後期中石器時代までの詳細な層位的区分を可能にし
た基準となるツィゴイナーフェルス洞窟 Zigeunerfels，
イェーガーハウス洞窟Jägerhaus-Höhle，ラウターエッッ
ク岩陰 Lautereck の正式報告書は未完のままである．
　ウラーフェルゼン遺跡では放射性炭素年代の数値年代
だけでなく，石材の産地推定と流通の復元から南のソー
ヴェテリアン，北のボイロニアン文化の特長的な石器が
ウラーフェルゼンで発見されたことで編年の基礎が与え
られたのである．その点でこの遺跡は今後この地域だけ
でなく南ドイツと北イタリアの当該期の考古学に基準的
な位置を占めることは疑いない．
　ウラーフェルゼンの調査内容は周囲の中石器時代遺跡
の情報と比較にならないほど突出している．評者の知る
限り南チロルの中石器時代遺跡の情報は表面採集を含め
て広く収集して報告した成果が 1986 年にあるだけであ
る（Lunz	1986）．更新世／完新世移行期におけるヒト
と環境系の関係を考える際に本書は多様な論点を提供し
ている．ウラーフェルゼンでは旧石器時代末に遡る石器
は発見されていない．氷河は後退しているので可能性は
あるが今の所付近にも発見されていない．森林限界の上
完新世チロル地方の人類と環境　第 1巻　D.	シェーファー編　『中石器時代プロジェクト―ウラーフェルゼン』（第 1部）
― 110―
部の開地の見通しの良い場所を最初に利用したのは中石
器時時代に入ってからである．発掘は小面積ながら，本
書の炉を中心とした遺構の詳細な分析と使用痕研究と結
び付いた遺物のミクロな分布論は，有機質の資料が残っ
ていない点で日本の場合と同じであるだけに，参照すべ
き点が多い．まことに小面積の一遺跡調査区からの情報
発信の可能性を示しているといえよう．
　ウラーフェルゼンについて日本語で読める文献は僅少
である．D.	シェーファー自身によるもの（シェーファー
2013）と，ウラーフェルゼンの発掘に参加した岩瀬　彬
の紹介（岩瀬 2005）があるだけであろう．概要紹介の
パンフレットには Schäfer	et	al.（1997）がある．	最初
のまとまった遺跡の概要報告と石器の分析は Schäfer	
（1998）で見ることができる．統一後のドイツの中石器
時代遺跡全般について良く整理された記述は Street	et	
al.（2002）に詳しい．
　2012 年 10 月 27 日・28 日に黒耀石研究センター主催
の，国際シンポジウム「先史時代の石器石材の利用と流
通―多様な古環境のなかの比較の展望―」を明治大学駿
河台キャンパスで開催した．本書の編者であるD.	シェー
ファー教授と執筆者の一人である S.	ベルトッラ博士に
は，招待研究者としてウラーフェルゼン遺跡調査の最新
の成果を報告していただいた．シェーファー教授からは
そのとき，刊行後間もない本書を黒耀石研究センターに
寄贈を受けた．このたび紹介を主とした書評を書くこと
でお礼に替えることができたのは幸いである．なお本書
中の木炭片による樹種鑑定の記述については吉田明弘氏
にご教示いただいた．記して感謝申しあげる．
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